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要旨 

 本稿では、西陣織の若手職人らによる近年の取り組みを事例に、現代における伝統産業

の変容を論じている。西陣織は日本を代表する高級織物であるが、1990 年代以降、需要の

縮小とともに衰退してきた。しかしながら、近年では過去の職人層と異なる属性を持つ若

手職人の参入が見られ、既存の産業内秩序への挑戦と伝統産業の革新が試みられている。 

西陣織とその産地である西陣をめぐっては、産業・地域構造の前近代性や垂直的関係性

が繰り返し指摘されてきた。その中、若手職人らの取り組みはどのような背景の下で可能

となり、西陣織の世界にいかなる変化をもたらしているのだろうか。この問いに答えるた

めに、本稿では若手職人らへのインタビューを行い、その取り組みを「企業家型」「技術

伝承型」「クリエーター型」の 3 類型に分類しながら具体的展開を分析している。 

 

 

感想 

 去年、私は伝統班として京都の伝統産業に携わっている方々と色々お話をしてきた中で

後継者不足や需要の低迷、さらにはコロナウイルスなどの原因により現在、伝統産業が危

機に陥っていることを知った。そして本論文を読み、若い世代の力が伝統産業においてと

ても大切になってくるなと感じた。日本は今、人口に占める高齢者の割合が増加する「高

齢化」と、出生率の低下により若年者人口が減少する「少子化」が同時に進行する少子高

齢化社会である。となると、若者と伝統産業の間で双方向に情報が流れる場を設置するこ

とが、両者に新たな可能性をもたらすのであり、そういった機会を設けようとすることが

私たち伝統班の役目なのではないのだろうか。 

若者たちは現在と未来をつなげる役割を担っており、伝統産業が今後の社会においてど

う生きるのかを考えていかなければならない。それが私たち若者に与えられた使命なので

ある。 


